
山地の樹幹や枝に着生し、外形はコクサゴケに似るが、葉はもう少し光沢があり、乾いてもあまり茎、枝に
接着しない。葉は舟状に深く窪み、葉先はとがらず、鈍頭または円頭になる。葉身細胞は蠕虫状、長さ23-

40μm。雌雄異株。胞子体はまれ。蒴柄は10mmほどの長さがあり、平滑。蒴は卵形で直立する。外蒴歯の
全面が小さなパピラで被われる。
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希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

Dolichomitriopsis  crenualta  Okam.

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

養父市、新温泉町

■ 国内分布

北海道、本州（中部以北、兵庫県）

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

トラノオゴケ科

兵庫県ランク…ミドリイヌエボウシゴケ
環境省ランク… －


